
◦
小
石
が
斜
面
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る

◦
斜
面
か
ら
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る

◦
普
段
澄
ん
で
い
る
湧
き
水
が
濁
る

◦
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

　
県
と
気
象
庁
で
は
、
大
雨
に
よ
り
土

砂
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
際
に
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
こ
の
情
報
を
基
に
、
危
険

性
の
高
い
地
域
に
対
し
て
避
難
勧
告
な

ど
を
発
令
し
ま
す（
7
ペ
ー
ジ
下
段
）。

　
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、

直
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
速
や
か

に
避
難
が
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
、
市
の
指

定
避
難
場
所
や
一
時
的
に
利
用
で
き
る

近
く
の
集
会
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
・

防
災
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ

の
「
な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
ル
配
信
を
希
望
す
る
場
合
は
、

利
用
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

配
信
さ
れ
る
情
報（
選
択
が
可
能
）

◦
防
災
情
報

◦
大
気
に
関
す
る
情
報

◦
消
防
情
報

◦
防
犯
・
安
全
情
報

◦
防
災
行
政
無
線
情
報

家
庭
で
で
き
る
備
え

◦
屋
根
瓦
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
外
壁
な
ど

を
点
検
し
、
雨
漏
り
の
恐
れ
が
あ
る

箇
所
は
修
理
す
る

◦
雨
ど
い
や
側
溝
を
清
掃
し
、
詰
ま
ら

な
い
よ
う
に
す
る

◦
雨
が
強
ま
る
前
に
、
浸
水
が
多
い
場

所
に
土
の
う
、
地
盤
の
弱
い
斜
面
に

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
設
置
す
る

　
市
で
は
、
土
の
う
袋
や
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
な
ど
の
配
布
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

土
砂
災
害
へ
の
注
意

　
崖
崩
れ
を
は
じ
め
と
す
る
土
砂
災
害

か
ら
は
、
危
険
の
あ
る
場
所
か
ら
離
れ

る
こ
と
で
、
身
を
守
れ
ま
す
。

　
崖
崩
れ
の
土
砂
は
、
斜
面
の
高
さ
の

2
倍
の
距
離
、
ま
た
は
50
メ
ー
ト
ル
程

度
ま
で
届
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
前
兆
を
発
見
し
た
ら
、
速
や
か

に
崖
か
ら
遠
く
に
離
れ
、
市
に
情
報
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象

◦
斜
面
に
亀
裂
が
で
き
る

こ
れ
か
ら
は
雨
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
長
雨
や
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」

と
呼
ば
れ
る
集
中
豪
雨
は
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
、
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
気
象
情

報
に
は
十
分
注
意
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か

平成25年10月、京成成田駅で崖崩れが発生

間
も
な
く
梅
雨
入
り
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あ
り
ま
す
。「sg-m

.jp

」
ド
メ
イ
ン
か

ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
よ
う
に
設
定

し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
方
法
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
日
の
午
前

9
時
〜
午
後
6
時
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
5
7
0
‐
0
5
5
‐
7
8
3
）へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

防
災
情
報
ツ
イ
ッ
タ
ー

　
な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど

で
配
信
し
た
情
報
を
成
田
市
防
災
情
報

（@
bousai_narita

）で
ツ
イ
ー
ト
し

ま
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
登
録
し
て
い
な

く
て
も
内
容
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

U
R
L
＝http://tw

itter.com
/b 

ousai_narita

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

　
昨
年
11
月
に
長
野
県
で
発
生
し
た
地

震
は
、
白
馬
村
で
最
大
震
度
6
弱
を
記

録
し
、
住
宅
全
壊
42
件
と
い
う
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
家
族
や

近
隣
住
民
が
行
っ
た
迅
速
な
安
否
確
認

と
救
出
活
動
に
よ
り
、
死
者
・
行
方
不

明
者
は
1
人
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
こ
と
は
新
聞
な
ど
で
大
き
く
報
道
さ

れ
、
地
域
住
民
が
協
力
し
て
防
災
活
動

に
組
織
的
に
取
り
組
む
「
共
助
」
の
大

切
さ
が
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
の
規
模
が
大
き
い
場
合
、
公
的

機
関
に
よ
る
緊
急
対
応
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
が
、
共
助
に
よ
っ
て
、
被
害
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日
ご
ろ

か
ら
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
防
災

活
動
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
を
「
自

主
防
災
組
織
」
と
い
い
ま
す
。
自
主
防

災
組
織
は
一
般
的
に
、
自
治
会
や
町
内

会
を
単
位
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
市
内
で
は
、
1
0
0
団
体
の
自

主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

県
内
で
比
較
す
る
と
少
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ

て
い
な
い
地
域
で
は
、
自
治
会
な
ど
が

中
心
と
な
り
、
組
織
の
結
成
を
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ

て
い
る
地
域
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災

訓
練
や
防
災
啓
発
を
継
続
的
に
実
施
し
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

登
録
方
法

　
下
記
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、

な
り
た
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
登
録
用
ア

ド
レ
ス（info-n@

s 

g-m
.jp

）に
空
メ
ー

ル
を
送
信
し
、
返
信
さ
れ
る
案
内
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
、
迷

惑
メ
ー
ル
対
策
が
さ
れ
て
い
る
場
合
が

＊高齢者、乳幼児、障がい者、傷病者、外国人、妊産婦など、災害発生時に何らかの支援が必要な人たち

自宅でできる水防工法（簡易水防工法）
　簡易水防工法は家庭にある物を使って水の侵入を防ぐ方法で、あくまで
も水位の低い段階での対策です。

「簡易水のう」の作り方

プランターを並べ、レジャーシート
で包み、浸水を防ぎます。

45リットル程度の容量のごみ袋を
二重にし、中に半分程度の水を入
れます（持ち運べる程度）。

簡易水のうを作り、長めの板など
と組み合わせて利用し、浸水を防
ぎます。

段ボールなどに入れると持ち運び
に便利です。そのまま並べ、水防
にも利用できます。

避難情報に注意を払って 避難情報は、テレビ・ラジオ・なりたメール配信サービス・市ホームページ・
防災行政無線・広報車などを通じて市民の皆さんに伝えられます。

避難準備情報
　避難の準備を整え、テレビやラジ
オの情報に十分注意してください。
　避難行動要支援者*は避難を開始
してください。

避難勧告
　避難を開始してください。
　避難行動要支援者は避難を完了さ
せてください。

避難指示
　危険が迫っています。一刻も早く
避難を完了させてください。

7 広報なりた 2015.6.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


